
５
月
21
日
～
22
日
に
か
け
て
、
日

本
最
大
規
模
の
照
葉
樹
林
が
分
布
す

る
こ
と
で
知
ら
れ
る
宮
崎
県
東
諸
県

郡
綾
町
に
お
い
て
「
国
際
照
葉
樹
林

サ
ミ
ッ
ト
」
実
行
委
員
会
（
九
州
森

林
管
理
局
、
綾
町
、
（
財
）
日
本
自

然
保
護
協
会
、
て

る
は
の
森
の
会
、

総
合
地
球
環
境
学

研
究
所
、
Ｎ
Ｐ
Ｏ

法
人
ひ
む
か
維
森

の
会
、
宮
崎
県
木

材
青
壮
年
会
連
合

会
）
の
主
催
に
よ

り
「
国
際
照
葉
樹

林
サ
ミ
ッ
ト
in
綾
」

が
開
か
れ
、
町
内

外
か
ら
約
５
０
０

人
が
参
加
し
ま
し

た
。こ

れ
は
、
国
際

森
林
年
（
２
０
１

１
年
）
と
国
際
生

物
多
様
性
の
日

（
５
月
22
日
）
を

記
念
し
て
開
か
れ

た
も
の
で
、
東
ア

ジ
ア
に
分
布
す
る

照
葉
樹
林
の
生
物

多
様
性
や
そ
れ
が

育
ん
で
き
た
文
化
、

照
葉
樹
林
の
保

全
と
利
用
に
関

す
る
情
報
交
換

や
交
流
を
通
じ
、

照
葉
樹
林
と
そ

こ
に
息
づ
く
文

化
を
次
世
代
に
よ
り
良
い
形
で
引
き

継
ぐ
こ
と
を
目
的
と
し
た
も
の
で
す
。

プ
ロ
グ
ラ
ム
は
21
日
午
前
の
基
調

講
演
、
午
後
の
分
科
会
別
討
議
、
全

体
討
議
、
大
会
宣
言
と
続
き
、
22
日

に
は
綾
町
内
の
照
葉
樹
林
や
伝
統
工

芸
な
ど
の
現
地
見
学
が
行
わ
れ
ま
し

た
。21

日
午
前
の
基
調
講
演
で
は
マ
ラ

ヤ
大
学
教
授
の
大
澤
雅
彦
氏
が
「
世

界
の
照
葉
樹
林
の
現
状
と
そ
の
保
全

の
重
要
性
」
、
ま
た
、
中
国
科
学
院

昆
明
植
物
研
究
所
の
魯
元
学
氏
が

「
中
国
雲
南
省
に
お
け
る
照
葉
樹
林

帯
の
植
物
及
び
そ
の
利
用
」
と
題
し

講
演
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

午
後
か
ら
の
分
科
会
別
討
議
で
は

３
つ
の
分
科
会
で
「
照
葉
樹
林
を
活

か
し
た
地
域
づ
く
り
」
（
第
１
分
科

会
）
、
「
里
山
照
葉
樹
林
の
恵
み
と

危
機
」
（
第
２
分
科
会
）
、
「
照
葉

樹
林
・
生
活
文
化
の
発
展
的
継
承
」

（
第
３
分
科
会
）
を
テ
ー
マ
に
そ
れ

ぞ
れ
熱
心
に
討
議
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

ま
た
、
体
験
分
科
会
と
し
て
「
親
子

で
作
る
木
工
教
室
」
が
行
わ
れ
ま
し

た
。第

２
分
科
会
で
は
、
ブ
ー
タ
ン
の

照
葉
樹
林
や
そ
こ
に
息
づ
く
文
化
に

関
す
る
報
告
の
ほ
か
、
「
森
林
療
法
」

と
い
う
新
た
な
照
葉
樹
林
の
利
用
の

可
能
性
、
生
物
多
様
性
や
森
林
生
態

系
を
維
持
し
て
い
く
た
め
の
里
山
照

葉
樹
林
の
持
続
的
利
用
の
重
要
性
な

ど
に
つ
い
て
議
論
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

全
体
討
議
で
は
、
各
分
科
会
の
代

表
者
か
ら
の
報
告
と
、
報
告
を
踏
ま

え
た
活
発
な
議
論
が
行
わ
れ
、
最
後

に
「
東
ア
ジ
ア
全
体
で
危
機
的
状
況

に
あ
る
照
葉
樹
林
の
保
全
を
進
め
伝

統
的
な
知
恵
を
将
来
に
わ
た
っ
て
発

展
的
に
継
承
し
、
持
続
可
能
な
利
用

を
広
く
推
進
す
る
。
」
な
ど
と
す
る

大
会
宣
言
が
採
択
さ
れ
終
了
し
ま
し

た
。

（
担
当
＝
指
導
普
及
課
）
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大会宣言文を発表する関係者＝綾町

基調講演を行う大澤雅彦教授（右）・魯元学氏（左）



【
都
城
支
署
】
遅
霧
国
有
林
に
お

い
て
、
三
股
町
立
三
股
西
小
学
校
４

年
生
に
「
樹
木
調
べ
・
丸
太
切
り
・

測
樹
体
験
」
の
森
林
教
室
を
行
い
ま

し
た
。
「
樹
木
調
べ
」
で
は
、
広
葉

樹
の
樹
皮
や
葉
な
ど
特
徴
の
違
い
を

学
び
、
「
丸
太
切
り
体
験
」
で
は
、

児
童
ら
は
、
伐
り
終
わ
っ
た
丸
太
を

大
事
に
持
ち
帰
っ
て
い
ま
し
た
。
ま

た
、
「
測
樹
体
験
」
で
は
、
三
角
定

規
を
用
い
て
木
の
高
さ
を
見
比
べ
て

高
さ
が
あ
っ
た
と
こ
ろ
の
距
離
を
測

り
ま
し
た
。
最
後
に
児
童
か
ら
「
今

日
の
体
験
を
、
今
後
の
学
校
で
の
課

題
作
り
に
生
か
し
ま
す
」
と
お
礼
の

言
葉
が
あ
り
ま
し
た
。
こ
の
模
様
は

テ
レ
ビ
・
ラ
ジ
オ･

新
聞
な
ど
に
報

じ
ら
れ
、
森
林
・
林
業
の
重
要
性
等

を
Ｐ
Ｒ
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

【
大
分
西
部
森
林
管
理
署
】
九
重

町
（
当
時
飯
田
村
）
と
契
約
し
た
学

校
分
収
造
林
は
、
昭
和
26
年
３
月
に

飯
田
中
学
校
の
職
員
お
よ
び
生
徒
に

よ
り
植
林
さ
れ
、
そ
の
後
60
年
間
造

林
・
間
伐
な
ど
を
実
施
。
契
約
満
期

を
迎
え
た
平
成
23
年
２
月
末
に
九
重

町
長
と
収
益
分
収
が
成
立
し
ま
し
た
。

九
重
町
は
、
平
成
25
年
４
月
の
開
校

を
目
指
し
て
町
内
の
中
学
校
を
統
合

し
た
新
た
な
中
学
校
を
建
設
す
る
予

定
で
、
当
分
収
造
林
の
ス
ギ
を
校
舎

や
机
・
椅
子
の
材
料
と
し
て
利
用
し
、

木
材
の
特
性
で
あ
る
温
か
み
の
あ
る

学
校
に
し
た
い
と
考
え
て
お
り
、
ス

ギ
に
囲
ま
れ
た
新
校
舎
の
中
で
、
ス

ギ
の
よ
う
に
真
っ
直
ぐ
に
育
つ
子
供

た
ち
の
健
や
か
な
成
長
を
願
っ
て
い

ま
す
。
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今
回
紹
介
す
る
「
犬
ヶ
岳
」
は
大

分
県
の
北
西
部
に
位
置
し
、
西
方
に

あ
る
英
彦
山
か
ら
は
峰
続
き
の
山
で

別
名
「
甕
ノ
尾
」
（
か
め
の
お
）
と

も
呼
ば
れ
て
い
ま
す
。
犬
ヶ
岳
と
い

う
名
称
は
、
山
頂
に
鬼
神
の
霊
を
祀
っ

た
こ
と
か
ら
、
そ
の
鬼
神
の
霊
を
威

奴
・
異
奴
（
イ
ヌ
）
と
呼
び
、
そ
し

て
狗
ヶ
岳
、
犬
ヶ
岳
と
か
わ
っ
た
よ

う
で
す
。
中
腹
ま
で
は
ス
ギ
、
ヒ
ノ

キ
の
人
工
林
で
占
め
ら
れ
、
稜
線
は

ブ
ナ
、
ミ
ズ
ナ
ラ
、
カ
エ
デ
な
ど
の

天
然
林
が
分
布
し
、
特
に
犬
ヶ
岳
東

側
登
山
道
沿
い
は
シ
ャ
ク
ナ
ゲ
の
群

落
が
可
憐
な
花
を
咲
か
せ
ま
す
。

登
山
コ
ー
ス
は
、
福
岡
県
豊
前
市

側
か
ら
登
る
コ
ー
ス
も
あ
り
ま
す
が
、

旧
耶
馬
溪
町
相
ノ
原
地
区
か
ら
の
コ
ー

ス
を
紹
介
し
ま
す
。

相
ノ
原
地
区
の
県
道
沿
い
に
「
犬
ヶ

岳
登
山
道
入
口
」
の
看
板
が
あ
り
指

導
標
に
従
っ
て
作
業
道
を
30
分
ほ
ど

進
み
ス
ギ
林
を
上
る
と
県
境
の
笈
吊

（
お
い
づ
る
）
峠
に
登
り
つ
き
ま
す
。

一
息
入
れ
、
こ
こ
か
ら
は
山
伏
た

ち
が
背
中
の
笈
を
外
し
て
吊
り
上
げ

た
と
い
う
難
所
で
急
崖
の
笈
吊
岩
を

チ
ェ
ー
ン
に
し
が
み
つ
き
な
が
ら
よ

じ
登
り
ま
す
。
決
し
て
下
を
見
な
い

よ
う
に
！
足
が
す
く
む
方
は
心
配
ご

無
用
・
・
・
安
全
な
迂
回
路
が
あ
り

ま
す
。

シ
ャ
ク
ナ
ゲ
群
落
を
く
ぐ
り
抜
け

稜
線
を
進
む
と
犬
ヶ
岳
山
頂
に
着
き

ま
す
。
時
間
に
し
て
往
復
約
４
時
間

の
行
程
に
な
り
ま
す
。

シ
ャ
ク
ナ
ゲ
の
花
は
、
神
霊
に
さ

さ
げ
た
神
の
花
と
さ
れ
て
お
り
、
登

山
は
シ
ャ
ク
ナ
ゲ
が
咲
く
５
月
上
旬

に
併
せ
是
非
カ
メ
ラ
を
持
っ
て
登
ら

れ
て
は
い
か
が
で
し
ょ
う
か
。

当
管
内
で
は
平
成
19
年
度
に
「
中

摩
殿
山
国
有
林
周
辺
希
少
猛
禽
類
生

息
調
査
」
の
委
託
調
査
で
ク
マ
タ
カ

の
生
息
が
確
認
さ
れ
、
ク
マ
タ
カ
の

営
巣
抱
卵
の
時
期
を
避
け
た
期
間
に

林
道
新
設
や
治
山
、
造
林
作
業
を
実

施
す
る
な
ど
地
元
野
鳥
の
会
と
も
連

携
し
た
中
で
、
生
息
や
繁
殖
に
配
慮

し
た
事
業
を
行
っ
て
お
り
ま
す
。

（上）県道から見た「犬ヶ岳」の遠望

（下）犬ヶ岳東側林道沿いに咲いたシャクナゲ

大
分
西
部
森
林
管
理
署

山
国
森
林
事
務
所

森
林
官

秋
吉

新
一

三角定規で測樹体験する児童ら＝都城支署

立派にに育った学校分収造林のスギ＝大分西部



【
都
城
支
署
】
高
山
植
物
盗
採
防

止
の
巡
視
や
自
然
保
護
の
取
り
組
み
、

登
山
者
へ
の
マ
ナ
ー
啓
発
の
呼
び
か

け
を
行
う
森
林
保
護
員(

グ
リ
ー
ン
・

サ
ポ
ー
ト
・
ス
タ
ッ
フ
）
を
本
年
度

も
４
人
任
命
し
、
え
び
の
市
の
え
び

の
エ
コ
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
セ
ン
タ
ー
で

出
発
式
を
行
い
ま
し
た
。
出
発
式
に

は
、
管
轄
森
林
官
お
よ
び
関
係
者
が

出
席
し
、
森
林
保
護
員
は
業
務
第
一

課
長
か
ら
、
雇
用
通
知
書
の
交
付
と
、

巡
視
に
あ
た
っ
て
の
注
意
事
項
と
安

全
指
導
を
受
け
巡
視
に
向
け
て
出
発

し
ま
し
た
。
こ
れ
か
ら
本
格
的
な
行

楽
シ
ー
ズ
ン
に
向
け
て
霧
島
山
系
の

森
林
保
護
員
に
よ
る
取
り
組
み
が
期

待
さ
れ
て
い
ま
す
。
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親
か
ら
相
続
し
た
山
林
約
80
㌶
を

兄
と
管
理
し
て
お
り
、
毎
年
10
㌶
程

度
の
除
間
伐
を
行
っ
て
お
り
ま
す
。

何
と
か
コ
ス
ト
ダ
ウ
ン
が
出
来
な

い
か
と
思
案
中
に
モ
ニ
タ
ー
の
募
集

を
新
聞
で
見
て
、
林
業
の
勉
強
を
し

た
く
応
募
し
参
加
し
て
い
ま
す
。
私

も
兄
も
定
年
後
、
林
業
に
頑
張
っ
て

お
り
立
木
の
成
長
を
楽
し
み
に
し
て

い
ま
す
。

今
年
は
、
国
際
森
林
年
で
あ
り
、

ど
ん
な
企
画
が
さ
れ
る
の
か
楽
し
み

に
し
て
い
た
所
、

正
月
早
々
除
間

伐
に
対
す
る
補

助
率
が
下
が
る
、

形
状
の
悪
い
原

木
の
林
地
内
放

棄
は
認
め
ら
れ
な
い
。
30
㌶
以
上
を

団
地
化
し
な
い
と
補
助
の
対
象
に
な

ら
な
い
な
ど
林
業
経
営
に
は
厳
し
い

こ
と
だ
け
を
を
耳
に
し
ま
す
。

林
業
で
は
生
活
が
苦
し
く
、
山
村

は
滅
び
つ
つ
あ
る
所
へ
今
以
上
に
条

件
が
厳
し
く
な
れ
ば
山
は
荒
廃
し
、

蔓
が
繁
茂
し
た
竹
林
と
な
り
緑
り
豊

か
な
国
土
は
消
滅
し
て
し
ま
い
ま
す
。

こ
の
た
め
、
林
家
の
人
が
生
計
を
立

て
る
の
は
無
理
の
た
め
仕
事
を
求
め

都
会
へ
出
て
行
く
の
で
す
。

森
林
は
空
気
の
浄
化
、
水
源
涵
養
、

国
土
保
全
、
生
物
多
様
性
の
保
持
、

木
材
生
産
と
い
っ
た
さ
ま
ざ
ま
な
機

能
を
も
ち
循
環
型
社
会
を
形
成
し
て

お
り
ま
す
。

昨
年
、
モ
ニ
タ
ー
会
議
に
出
席
し
、

霧
島
国
定
公
園
内
の
シ
カ
被
害
対
策

を
見
学
し
ま
し
た
。
ヒ
ノ
キ
の
食
害

は
80
％
ぐ
ら
い
で
、
ネ
ッ
ト
で
防
護

し
て
あ
り
ま
し
た
が
対
応
が
遅
く
も
っ

と
早
く
手
を
打
つ
べ
き
で
す
。
ス
ギ

の
植
林
地
は
金
網
の
防
護
柵
で
し
た

が
採
算
的
に
個
人
で
は
無
理
だ
と
思

い
ま
し
た
。
３
月
26
日
、
私
が
所
属

し
て
い
る
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
団
体
「
森

林
の
学
校
一
歩
会
」

が
ク
ヌ
ギ
の
植
林
、

タ
ケ
ノ
コ
掘
り
、

椎
茸
の
コ
マ
打
ち

の
イ
ベ
ン
ト
を
行
い
、
子
供
達
に
楽

し
み
な
が
ら
山
に
触
れ
て
も
ら
い
ま

し
た
。
参
加
者
か
ら
来
年
も
是
非
実

行
し
て
下
さ
い
と
感
謝
さ
れ
、
ス
タ
ッ

フ
一
同
感
激
し
、
来
年
も
「
や
る
ぞ
」

と
決
意
し
ま
し
た
。

（
鹿
児
島
県
鹿
児
島
市
在
住
）

郡山 紀満さん

入
庁
３
十
○
年
、
時
に
は
若
か
り

し
頃
を
振
り
返
っ
て
み
た
い
。

不
安
ば
か
り
を
胸
に
宮
崎
県
内
の

某
署
に
着
任
、
新
築
数
年
目
の
真
新

し
い
２
階
建
て
庁
舎
に

入
る
と
自
衛
隊
ジ
ェ
ッ

ト
機
の
爆
音
対
策
の
二

重
窓
に
館
内
全
て
が
冷
暖
房
完
備
、

署
内
で
は
快
適
な
環
境
の
な
か
で
山

官
人
生
発
進
、
今
で
は
当
た
り
前
の

こ
と
で
は
あ
る
が
当
時
は
あ
ま
り
普

及
し
て
い
な
か
っ
た
冷
暖
房
に
、
さ

す
が
国
有
林
・
営
林
署
と
思
っ
た
も

の
で
あ
っ
た
が
後
に
入
庁
同
期
と
話

す
機
会
が
あ
り
他
署
は
冷
房
施
設
な

ど
も
な
く
夏
は
扇
風
機
・
う
ち
わ
が

必
須
と
の
こ
と
で
羨
ま
し
が
ら
れ
る

こ
と
し
き
り･･

･･

。
そ
の
庁
舎
も
今

で
は
古
い
方
か
ら
数
番
目
、
刻
の
経

過
を
実
感
す
る
ば
か
り
で
あ
る
。

数
年
後
、
今
で
は
世
界
遺
産
に
登

録
さ
れ
た
南
の
島
へ
、
学
生
時
代
に

見
た
も
の
と
は
似
て
も
似
つ
か
ぬ
○

○
ス
ギ
な
ど
を
目
の
前
に
、
今
後
業

務
で
携
わ
っ
て
い
く
森
林
・
樹
木
の

生
命
力
、
何
と
も
言
え
ぬ
威
厳
さ
に

驚
き
を
隠
せ
な
か
っ
た
。
ま
た
、
当

時
生
産
さ
れ
て
い
た
○
○
ス
ギ
を
隣

接
署
所
有
の
官
船
に
積
み
込
む
際
、

あ
ま
り
の
重
量
に
耐
え
き
れ
ず
ワ
イ

ヤ
ー
が
切
断
し
着
船
場
の
船
が
危
う

く
転
覆
し
そ
う
に
な
っ
た
こ
と
も
記

憶
に
残
っ
て
い
る
。○

○
ス
ギ
が
生
き

て
い
る
数
十
分
の
一

の
記
憶
で
は
あ
る
が
、

め
ま
ぐ
る
し
く
変
化
す
る
状
況
の
な

か
で
、
た
ま
に
は
古
き
良
き(
？)

時

代
を
振
り
返
り
、
昔
若
か
っ
た
友
と

語
り
合
う
の
も
現
代
社
会
を
乗
り
切

る
一
興
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

（
経
理
課
長

迫
口

親
）

５
月
９
日
付
森
林
管
理
局
長
発
令

大
分
西
部
署
課
付

福
泉
裕
介
（
大
分
署
）

５
月
16
日
付
森
林
管
理
局
長
発
令

職
員
厚
生
課
安
全
衛
生
係
長

川
口
文
明
（
職
員
厚
生
課
）

宮
崎
北
部
署
業
務
第
二
課
長

深
田
隼
人
（
職
員
厚
生
課
）

宮
崎
北
部
署
課
付

山
本
隆
之
（
宮
崎
北
部
署
）

職
員
厚
生
課

深
耕
富
大
（
経
理
課
）

雇用通知書の交付を受ける森林保護員＝都城支署



５
月
16
日
、
九
州
森
林
管
理
局
局

長
室
に
お
い
て
、
国
民
の
森
林
づ
く

り
推
進
功
労
者
に
対
し
林
野
庁
長
官

感
謝
状
の
贈
呈
式
を
行
い
ま
し
た
。

こ
れ
は
、
国
有
林
野
に
お
け
る
国

民
の
森
林
づ
く
り
の
推
進
に
功
労
の

あ
っ
た
者
に
対
し
感
謝
の
意
を
表
し
、

も
っ
て
国
民
に
開
か
れ
た
「
国
民
の

森
林
」
と
し
て
の
国
有
林
野
の
管
理

経
営
を
一
層
推
進
す
る
観
点
か
ら
、

①
森
林
づ
く
り
に
功
労
の
あ
っ
た
者

②
森
林
環
境
保
護
に
功
労
の
あ
っ
た

者
③
国
産
材
利
用
推
進
に
功
労
の
あ
っ

た
者
の
表
彰
基
準
に
該
当
す
る
個
人

又
は
団
体
を
表
彰
す
る
も
の
。

今
回
、
平
成
12
年
４
月
に
当
局
と

協
定
を
結
び
「
森
林
監
視
隊
」
を
発

足
さ
せ
、
長
年
に
わ
た
り
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
活
動
に
よ
り
国
有
林
野
内
へ
の
ゴ

ミ
の
不
法
投
棄
の
監
視
や
山
火
事
防

止
の
啓
発
な
ど
の
森
林
環
境
保
護
に

功
労
の
あ
っ
た
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
災
害
通

信
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
（
理
事
長
・
橋
柿

正
與
氏
）
に
林
野
庁
長
官
感
謝
状
を

沖
修
司
局
長
か
ら
伝
達
贈
呈
さ
れ
た

も
の
で
す
。（

担
当
＝
総
務
課
）

【
大
分
西
部
森
林
管
理
署
】
く
じ
ゅ

う
連
山
の
高
山
植
物
の
保
護
や
登
山

者
の
マ
ナ
ー
向
上
を
目
的
に
、
平
成

18
年
度
か
ら
グ
リ
ー
ン
・
サ
ポ
ー
ト
・

ス
タ
ッ
フ
に
よ
る
巡
視
活
動
を
実
施
。

今
年
度
も
行
楽
シ
ー
ズ
ン
に
合
わ
せ
、

長
者
原
ビ
ジ
タ
ー
セ
ン
タ
ー
で
任
命
、

出
発
式
を
行
い
、
４
人
の
巡
視
員
は

無
事
故
を
祈
り
巡
視
を
ス
タ
ー
ト
し

ま
し
た
。
当
日
の
模
様
は
新
聞
に
も

掲
載
さ
れ
、
巡
視
活
動
の
重
要
性
を

Ｐ
Ｒ
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
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春
に
大
き
な
紫
色
の
花
を
咲
か

せ
る
お
な
じ
み
の
花
で
す
。
昔
、

中
国
か
ら
渡
来
し
、
庭
園
な
ど
に

観
賞
用
に
植
え
ら
れ
る
樹
木
で
す
。

種
子
を
観
察
し
た
こ
と
が
あ
り

ま
す
か
。
熟
す
ま
で
は
緑
色
の
堅

い
殻
に
包
ま
れ
鳥
な
ど
に
食
べ
ら

れ
な
い
よ
う
に
し
て
い
ま
す
が
、

種
子
が
熟
す
と
殻
を
開
き
、
赤
い

種
子
を
白
い
糸
の
よ
う
な
も
の
で

垂
ら
し
鳥
が
食
べ
や
す
く
す
る
工

夫
を
し
て
い
ま
す
。
モ
ク
レ
ン
科

は
種
子
を
垂
下
す
る
不
思
議
な
生

態
を
し
て
い
ま
す
。

こ
の
時
期
に
は
大
型
の
花
が
た

く
さ
ん
咲
き
ま
す
が
、
ハ
ク
（
白
）

モ
ク
レ
ン
に
対
し
て
モ
ク
レ
ン
は

紫
色
を
し
て
い
る
こ
と
か
ら
シ

（
紫
）
モ
ク
レ
ン
と
も
云
わ
れ
ま

す
。
モ
ク
レ
ン
の
つ
ぼ
み
は
方
向

が
分
か
る
と
云
わ
れ
て
い
ま
す
。

花
を
解
剖
し
て
観
察
す
る
と
雄
し

べ
が
螺
旋
状
に
花
柱
を
取
り
囲
ん

で
い
ま
す
。
日
光
が
当
た
っ
た
方

（
南
）
の
雄
し
べ
が
が
早
く
成
長

し
て
大
き
く
な
り
つ
ぼ
み
の
先
は

反
対
方
向
（
北
）
を
向
く
こ
と
に

な
り
ま
す
。

見
分
け
方
は
、
花
が
咲
い
て
い

る
と
モ
ク
レ
ン
の
花
は
半
開
き
し
、

コ
ブ
シ
は
花
弁
を
広
げ
て
全
開
し

ま
す
の
で
花
の
区
別
は
容
易
に
で

き
ま
す
。
樹
木
園
の
中
央
、
藤
棚

の
東
側
に
モ
ク
レ
ン
、
白
モ
ク
レ

ン
、
コ
ブ
シ
が
あ
り
ま
す
。

話
題
の
「
も
し
ド
ラ
」
は
既
に
２

５
０
万
部
を
突
破
し
て
い
る
ら
し
い
。

あ
る
方
に
勧
め
ら
れ
た
一
冊
で
あ
る
。

作
者
の
懐
具
合
を
気
に
す
る
の
は
私

の
悪
い
癖
で
は
あ
る
が
、
心
の
奥
に

潜
む
向
上
心
に
揺
さ
ぶ
り
を
か
け
る

我
々
組
織
人
必
見
の
名
作
で
あ
る
。

あ
え
て
長
い
タ
イ
ト
ル
は
控
え
さ
せ

て
頂
く
が
、
日
本
人
お
得
意
の
「
短

い
造
語
」
が
耳
に
残
り
心
に
問
い
か

け
て
く
る
。
圧
巻
で
あ
る
▲
知
人
の

地
元
新
聞
の
掲
載
を
目
に
し
た
。
世

界
で
最
も
「
短
い
詩
」
俳
句
。
天
賞

受
賞
の
記
事
で
あ
る
▲
俳
句
と
は
、

江
戸
時
代
に
完
成
し
た
も
の
で
四
季

お
り
お
り
の
自
然
の
美
し
さ
や
、
そ

れ
に
よ
っ
て
引
き
起
こ
さ
れ
る
情
感

を
五
・
七
・
五
の
十
七
音
に
ま
と
め

た
一
種
の
定
型
詩
と
の
こ
と
。
「
鎮

魂
の
思
い
を
込
め
て
、
感
じ
た
ま
ま

自
然
な
思
い
を
・
・
」
俳
人
が
遠
く

熊
本
の
地
か
ら
、
東
日
本
大
震
災
の

被
災
者
の
痛
み
を
感
じ
た
一
句
が
選

者
か
ら
評
価
さ
れ
受
賞
。
俳
人
の
感

性
と
優
し
い
お
人
柄
が
伺
え
る
▲
震

災
で
誰
し
も
あ
ら
ゆ
る
場
面
で
心
の

底
か
ら
人
の
心
の
痛
み
を
感
じ
た
今

年
。
今
こ
そ
、
森
林
の
持
つ
効
能
に

も
似
た
人
の
心
を
豊
か
に
す
る
二
つ

の
「
短
い
感
銘
」
を
是
非
是
非
、
読

ん
で
、
詠
ん
で
、
頂
き
た
い
。
（
た
）

感謝状を手に代表の橋柿氏と局幹部

巡視へ向かう4人の巡視員＝大分西部


